
検診の種類 対象者 内　容

胃がんリスク（ABC）検診 40歳以上で年度内に偶数年齢になる方 血液検査（ペプシノゲン検査とピロリ菌検査に
より胃がんのなりやすさを測定）

前立腺がん（PSA）検診 40歳以上の男性 血液検査（前立腺がんや前立腺の病気の可能性
を測定）

大腸がん検診 40歳以上 便潜血検査（自宅で2日分の便を採り、指定医療
機関へ提出）

乳がん検診 30歳以上の女性 乳房レントゲン撮影、30歳代は視触診も受診

子宮頸
けい

がん検診 20歳以上の女性 内診による細胞検査（子宮頸部の細胞を採取）

肺がん・結核検診 40歳以上 胸部レントゲン撮影、喀
かく

痰
たん

検査（必要な方のみ）

骨粗しょう症検診 40・45・50・55・60・65・70歳の女性 超音波による骨密度測定（かかとで測定）

B型・C型
肝炎ウイルス検診

40・45・50・55・60・65・70歳（過去に肝炎ウイル
ス検診を受けたことがない方（妊婦健診含む））
※�対象年齢以外の検診希望者はお問い合わ
せください。

血液検査（B型及びC型肝炎ウイルスの感染有無
を調べる）

歯周疾患検診 40・45・50・55・60・65・70・73歳 歯及び歯周組織などの検査・保健指導

成人の保健 問 健康推進課（保健センター内） ☎ 0495-24-2003

各種検診

��●��各検診とも年度内に1人1回のみ受診できます。
　検診の自己負担金は無料です。重複受診すると、2回目以降の検診費用が全額自己負担になります。
��●��持参するもの　受診券と一緒にお渡しする検診案内や広報、市ホームページでお知らせします。
��●��各検診の実施内容や方法は、年度で変更することもあります。確認してから受診してください。

検診を受ける際の注意

　特定健康診査は、生活習慣病の予防のために、メタボリックシンドロームに着目した健診です。病気のリスクがあ
る方の生活習慣をより望ましいものに変えていくため、保健指導を受けていただくことを目的としています。
　後期高齢者健康診査は、生活習慣病の早期発見や介護予防につなげるための健診です。

対象 ��●��本庄市国民健康保険加入者で、年度内に40歳以上の方
��●��後期高齢者医療制度加入者

特定健康診査・後期高齢者健康診査
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8020運動

　80歳になっても、自分の歯を20本以上保とう!8020表彰を行っています。

予防接種 問 健康推進課（保健センター内）� ☎ 0495-24-2003

高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種
対象者
　これまでに一度も成人用肺炎球菌ワクチン［ニュー
モバックスNP（23価肺炎球菌莢膜ポリサッカライド）］
を接種したことがなく、次のいずれかに該当する方
①�令和元年から5年度までの間は、各該当年度に65・
70・75・80・85・90・95・100歳になる方�
令和6年度以降は、65歳の方が対象となる予定です。
②�心臓・腎臓・呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイル
スによる免疫機能に一定の障害を持っている60歳以
上65歳未満の方

接種回数 �1回

自己負担金 �2,000円
※�対象者には、4月上旬に通知します。通知が届かない場合は、
健康推進課へお問い合わせください。
※�既に肺炎球菌ワクチン（23価肺炎球菌莢膜ポリサッカライ
ド）の接種を受けた方は接種対象外です。

高齢者のインフルエンザ予防接種
対象者
①65歳以上の方
②�心臓・腎臓・呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイル
スによる免疫機能に一定の障害を持っている60歳以
上65歳未満の方

接種回数 �年1回

自己負担金 �1,000円
※�対象者には、9月下旬に通知します。通知が届かない場合は、
健康推進課へお問い合わせください。

　病気やけがの治療のために、毎日多くの方が輸血を受けています。しかし、輸血に必要な血液は人工的につくるこ
とができないうえ、長期間の保存もできません。輸血を待つ患者さんへ安定して血液をお届けするために、皆さまの
献血へのご協力をお願いします。
　献血は市内各地で献血バスによる全血献血（400ml・200ml）を行っています。日程や場所等は広報ほんじょうや
市ホームページで随時お知らせします。

献血 問 健康推進課（保健センター内）� ☎ 0495-24-2003
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